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◆ 株式会社富山銀行は、当行のパーパス（存在意義）を「地域を愛し、お客さまに常に寄り添い続け、最も頼りにされる銀行を実現しま

す」と定めております。

◆ 当行は、お客さまのライフプランを踏まえ、一人ひとりのニーズに寄り添った金融商品・サービスの提案を行い、お客さまの安定的な

資産運用・形成をお手伝いいたします。

◆ 当行のパーパスの実現に向け、「お客さま本位の業務運営」の取組方針・取組状況等を制定・公表し、お客さまの最善の利益の追求に

努めてまいります。

「お客さま本位の業務運営」
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はじめに

P u r p o s e
「 存在意義 」

V a l u e
「 企業価値 」

パーパス –Purpose-

地域を愛し、お客さまに常に寄り添い続け、最も頼りにされる銀行を実現します

私たちの企業価値 -Our  Value-

私たちの強みである“傾聴力・誠実さ・機動力”を発揮し、地域やお客さまの課題解

決を通して、ステークホルダーの皆さまから信頼され、必要とされ続ける

～それが、私たちの考える企業価値です

中期経営計画の内容



お客さまの最善の利益の追求 ------ P3
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– 取 組 方 針 –

（1） お客さまとの対話を重視したサービスの提供

（2）
お客さまの安定的な資産運用・形成を目指す
「長期・積立・分散」投資の提案

（3）
お客さまのニーズやライフプランに応じた資産運用・
相続・保障の最適なサービスの提供

（4） 金融サービス・金融商品ラインアップの整備・充実

➢ 当行における「お客さまの最善の利益の追求」とは、お客さまの思い描くライフプラン・夢・目標の実現に向けて最大限のお手伝いを
し、お客さま一人ひとりの豊かな未来づくりに真摯に寄り添うことです。

➢ 当行では、金融サービスの提供を通じ、お客さまのニーズやライフステージに沿った最適な提案を実践することで、お客さまのライフ
プラン・夢・目標の実現に必要な資産運用・形成に貢献いたします。

➢ 私たちは、お客さまのライフプランや夢、目標をしっかりと理解するために丁寧にお話を伺います。そのうえで、専門的な金融知識を
活かし、最適な商品やサービスを提案し、長期的なパートナーシップを築いてまいります。
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1. お客さまの最善の利益の追求

マイホーム
マイカー 教育

ライフプラン・夢・目標

夢・目標の実現

・金融商品の提案
・コンサルティング

銀行での相談 資産形成



– 具 体 的 な 取 組 み – （1）お客さまとの対話を重視したサービスの提供①

➢ お客さまのニーズやライフプランを丁寧にお伺いし、一人ひとりに最適な商品を提案いたします。
➢ お客さまの人生設計にしっかりと寄り添いながら、常にお客さまの最善の利益を追求できる提案力の強化に努めてお
ります。

＜ライフステージごとのイベントおよび主なニーズ＞

病気やケガへの備え

マイホーム購入

結婚・出産

教育資金の準備

マイカー購入

そなえる

わたす

ふやす 退職後の備え

子どもの独立

介護への備え そなえる

ためる

かりる

相続

葬式費用

そなえる

かりる

のこす
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1. お客さまの最善の利益の追求

のこす

老後 就職～

結婚～
子育て

子ども
の独立
～退職

資産形成 ためる



資産形成や保険の提案、各種ローンや相続対策の相談

お客さまのライフサイクルに寄り添った、ソリューション
機能の発揮

訪問営業と来店型営業の融合による全世代へのコンサル
ティングサービスの提供
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1. お客さまの最善の利益の追求

– 具 体 的 な 取 組 み – （1）お客さまとの対話を重視したサービスの提供②

➢ 資産形成や保険の提案から、各種ローンや相続対策の相談まで、お客さま一人ひとりのニーズに応じたトータルコンサ
ルティングを実現します。

➢ 各分野の専門のスタッフが連携した一体型営業を通じて、お客さまのライフサイクルに寄り添い、最適なソリューション
を提供してまいります。

＜専門のスタッフによる一体型営業の実施＞

一体型営業

資産運用コンサルティング室

とやま保険プラザ

とやまローンステーション



・今加入している保険の中身をわかりやすく説明してもらう
とともに保険の考え方なども教えていただき、自分の保険
に対する思いを明確にしてもらえた。（30代男性）
・初めてでも不安なく保険の加入ができた。（20代男性）
・いろいろな保険会社の保険に入ると手間だと思っていたが、
「とやま保険プラザ」がすべての窓口になっており、とても
便利だった。（40代夫婦）
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1. お客さまの最善の利益の追求

＜とやま保険プラザ／とやまローンステーション＞

「とやま保険プラザ」を利用いただいた
お客さまの声

– 具 体 的 な 取 組 み – （1）お客さまとの対話を重視したサービスの提供③

➢ 当行では資産形成や保険・各種ローンの相談窓口として「とやま保険プラザ」「とやまローンステーション」を五福支店、横田支店に併設
しております。

➢ 同プラザでは専門のスタッフが幅広い運用商品や保険商品の中からライフプランやライフステージおよび幅広いニーズに合わせ、お客
さま一人ひとりにふさわしい商品・サービスを提供しております。

➢ 金融知識が豊富な専門のスタッフにより、資産運用や各種ローン等に関する相談にもワンストップで対応いたします。
➢ 週末や当行営業店各所での出張相談会も開催しており、相談いただきやすい体制を整えております。



＜投資信託の残高および口座数の推移＞
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1. お客さまの最善の利益の追求

（2）お客さまの安定的な資産運用・形成を目指す

「長期・積立・分散」投資の提案①

➢ 多くのお客さまの資産運用・形成ニーズにお応えした結果、当行の投資信託の残高および口座数はともに増加してお
ります。

– 具 体 的 な 取 組 み –
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（2）お客さまの安定的な資産運用・形成を目指す

「長期・積立・分散」投資の提案②

➢ 将来に向けた安定的な資産運用・形成の実現に向け「NISA制度」を活用した「長期・積立・分散」投資を案内いたします。
➢ お客さまの「長期・積立・分散」投資への関心は高まっており、それに伴い積立投信の稼働口座数や年間積立額は、

NISA口座数およびNISA残高とともに年々増加しております。

– 具 体 的 な 取 組 み –
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1. お客さまの最善の利益の追求
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（2）お客さまの安定的な資産運用・形成を目指す

「長期・積立・分散」投資の提案③

➢ お取引先従業員の皆さまのニーズに合わせた「職域セミナー」を随時開催しております。

＜お取引先さま向け資産運用セミナー／ 新入・若手社員向け資産形成セミナーの開催＞
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1. お客さまの最善の利益の追求

【職域セミナーのテーマ例】

 将来差がつくお金の話

 資産運用・形成セミナー

 金融リテラシー向上セミナー

 NISA制度の案内

 個人年金、企業年金の紹介

 「とやま保険プラザ」 の案内

– 具 体 的 な 取 組 み –



＜当行専門スタッフや業務提携先の紹介＞

スタッフ・提携先 担当分野 担当業務の詳細 2025年度実績

当行とやま保険
プラザスタッフ

・保険の見直し
・生命保険
・火災保険
・資産形成

・ライフステージの変化に伴う保険の見直しを支援
・複数の保険会社の商品の中から最適な保障を組み合わせたオーダーメ
イドプランを提案

（相談受付）
894回

当行資産運用
コンサルティング室

スタッフ

・資産運用
・お取引先従業員
向け各種セミナー

・投資信託、生命保険を活用した資産運用・形成に関する提案
・相続対策（生前贈与等を含む）にかかる金融商品の活用例を紹介

・お取引先従業員の皆さまの資産運用・形成に役立つセミナーを開催

（セミナー開催）
13回

提携先相続専門
税理士・弁護士

・相続
・遺言信託

・相続対策（生前贈与等を含む）についての個別具体的なアドバイス
・相続案件に対するコンサルティング
・遺言信託・遺産整理業務といった専門性の高い分野にも対応

（相談会開催）
26回
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1. お客さまの最善の利益の追求

（3）お客さまのニーズとライフプランに応じた資産運用・

相続・保障の最適なサービスの提供

➢ お客さまの幅広いニーズにお応えするため、当行専門スタッフや業務提携先によるコンサルティング等を実施しており
ます。

– 具 体 的 な 取 組 み –



– 具 体 的 な 取 組 み – （4）金融サービス・金融商品ラインアップの整備・充実

➢ お客さまの多様なニーズにお応えできるよう、金融商品のラインアップについては経営陣も含めた討議を含め、定期
的に見直しております。
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1. お客さまの最善の利益の追求

＜金融商品の方針決定プロセス＞

方

針

起

案

商

品

選

定

会

議

経

営

会

議

方

針

決

定

担当部署 経営陣 種別 方針 商品数

投資信託

取扱い追加 3

取扱い停止 4

生命保険

募集追加 4

募集・販売停止 12

＜2025年度 金融商品ラインアップ見直し状況＞



当行の「利益相反管理方針」は、下記URLまたはQRコードから確認できます。

URL：https://www.toyamabank.co.jp/pages/rieki/rieki.htm

➢ 当行における「利益相反の適切な管理」とは、「お客さまの利益が不当に害されることがないよう、適
切な管理を遂行すること」です。

– 取 組 方 針 –

➢ お客さまの利益が不当に害されることのないよう、お客さまに販売する商品について利益相反の発生するおそれが
ある場合には、「利益相反管理方針」に則り、適切に管理してまいります。

– 具 体 的 な 取 組 み –

➢ 利益相反のおそれのある取引の判断および特定の際には、以下の事情に留意し適切に管理しております。
①金融商品をお客さまへ販売・推奨するにあたり、当該商品の提供会社から、委託手数料等の支払いを受ける場合。
②お客さまの資産運用に関する業務に際し、資産の運用先に法人営業部門が取引関係等を有する企業を選定する場合。
なお、当行は同一グループに属する別の会社から商品の提供を受けておりません。また、当行またはグループ内におい
て金融商品の資産運用部門を有しておりません。

➢ 金融商品については、特定の資産運用会社や保険会社の商品に偏ることなく、幅広く採用するよう努めております。
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2. 利益相反の適切な管理



➢ 当行における「手数料等の明確化」とは、お客さまに負担いただく手数料やその他の費用の詳細に
ついて、その対価となるサービスの内容を含め、十分理解いただけるようにわかりやすく明示する
ことです。

– 取 組 方 針 –

➢ お客さまに負担いただく手数料は、商品ごとに合理的な水準を考慮したうえで設定してまいります。
➢ 手数料を設定した根拠および当該手数料がどのサービスの対価であるのかをわかりやすく説明いたします。

– 具 体 的 な 取 組 み –

➢ 金融商品の購入や保有の際に、お客さまに負担いただく手数料やその他の費用の詳細について、投資が初めてのお客
さまや高齢のお客さまにも十分理解いただけるよう、目論見書や重要情報シート、商品概要説明書、タブレット端末等
でわかりやすく説明いたします。
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3. 手数料等の明確化



14

3. 手数料等の明確化

＜目論見書：投資信託＞ ＜重要情報シート：投資信託＞ ＜商品概要書：生命保険＞

– 具 体 的 な 取 組 み –

➢ 金融商品の購入や保有の際に、お客さまに負担いただく手数料や費用の詳細について、目論見書や重要情報シート、
商品概要説明書等でわかりやすく説明いたします。
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3. 手数料等の明確化

＜タブレット端末 Wealth Advisor＞ ＜当行ホームページ 投資信託ファンド一覧＞

– 具 体 的 な 取 組 み –

➢ 金融商品の購入や保有の際に、お客さまに負担いただく手数料や費用の詳細について、タブレット端末でわかりやすく
説明いたします。また、当行ホームページの投資信託ファンド一覧でも、各種手数料や費用について確認いただけます。



– 取 組 方 針 –

（1） お客さまの投資経験や知識に合わせた重要な情報のわかりやすい提供

（2） お客さまのニーズ・意向や商品比較も踏まえたわかりやすい説明

（3） お客さまの投資判断に役立つ情報コンテンツの充実

➢ 当行における「重要な情報のわかりやすい提供」とは、お客さまが誤解することなく、安心して金融商品を選択いただ
けるよう、提案や説明の際に最善を尽くすことです。

➢ 当行では、お客さまに金融商品を提案する際に、お客さま一人ひとりに寄り添い、わかりやすく情報を提供できるよ
うな体制づくりに努めてまいります。
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4. 重要な情報のわかりやすい提供

・重要情報シート
・ファンドランキング
・ロボットアドバイザー

これから投資を始める方すでに投資を経験している方

重要な情報 情報提供ツール

富山銀行

商品内容
各種リスク
運用実績

初めての
投資でも
わかりやす

い

詳しく教えて
もらえた
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4. 重要な情報のわかりやすい提供

＜重要情報シート（抜粋）＞

（1）お客さまの投資経験や知識に合わせた重要な情報の

わかりやすい提供

➢ 当行では、お客さまへの金融商品の案内の際には、「重要情報シート」を活用しております。
➢ 「重要情報シート」とは、投資信託や生命保険などの金融商品のリスク、運用実績、換金・解約時条件といった重要な情
報を理解いただきやすいよう、図やグラフ等を用いてわかりやすく説明するための資料です。

– 具 体 的 な 取 組 み –
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4. 重要な情報のわかりやすい提供

当行ホームページ「ファンドランキング」は、下記URLまたはQRコードから確認できます。

URL：https://apl.wealthadvisor.jp/webasp/toyama-bank2/pc/ranking.aspx

（2）お客さまのニーズ・意向や商品比較も踏まえた

わかりやすい説明

➢ 当行ホームページに取扱い投資信託（ファンド）の各種ランキングを掲載しております。基準価額や各種指標を確認で
きるほか、チェックした複数商品の比較機能なども備えております。

＜ファンドランキング（当行ホームページ）＞

– 具 体 的 な 取 組 み –
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4. 重要な情報のわかりやすい提供

（3）お客さまの投資判断に役立つ情報コンテンツの充実

➢ お客さまに金融商品のうち投資信託をお選びいただくサポートツールの一つとして、「ロボットアドバイザー」を用意し
ております。

＜ロボットアドバイザーの活用例＞

「ロボットアドバイザー」は、下記URLまたはQRコードからアクセスできます。

URL：https://apl.wealthadvisor.jp/webasp/robo/v3/rbk/sp/toyama-bk2/

– 具 体 的 な 取 組 み –



➢ 当行における「お客さまにふさわしいサービスの提供」とは、「お客さまの最善の利益の追求に資するような適切なアド
バイスや提案を実施すること」です。

➢ 当行では、各種金融サービスの案内からアフターフォローまで、お客さまの安心と満足を追求すべく、情報提供サービ
スや商品ラインアップの充実、アフターフォロー体制の整備に努めてまいります。

– 取 組 方 針 –

（1） 商品選択時における情報提供サービスの充実

（2） 商品ラインアップの充実

（3） お客さまへのアフターフォロー体制の整備

(4) 金融商品組成会社との情報連携の強化
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

・金融商品の提案
・コンサルティング
・アフターフォロー

当行での相談



– 具 体 的 な 取 組 み – （1）商品選択時における情報提供サービスの充実①

➢ 「マネープランガイド」により各種商品の特徴を比較し、リスク・リターンの関係性を確認したうえで、お客さまにとって
最適な金融商品をお選びいただきます。

＜マネープランガイド＞

 金融商品の概要を一覧で確認できます。
 各商品の特徴を簡潔に説明しております。
 リスク・リターンをわかりやすく表示しており
ます。

 お客さま自身で、どの商品が自分のニーズ
に合っているのか比較できます。
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供



– 具 体 的 な 取 組 み – （1）商品選択時における情報提供サービスの充実②

➢ お客さまのライフプランを踏まえた商品・サービスを提供するため、「金融商品販売支援システム」を導入しております。
➢ お客さまの資産状況・商品知識・投資経験・取引目的・ニーズ等に合わせた商品を提案いたします。

＜金融商品販売支援システムを用いた商品選定手順＞

 お客さまからお伺いした投資経験や取引
の目的・ニーズ等を入力すると、お客さま
にとって最適と考えられる商品がシステ
ムによって選定され、これらの中から複数
の商品を提案いたします。
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

ヒアリングシート

保険商品

投資信託

商品選択



– 具 体 的 な 取 組 み – （1）商品選択時における情報提供サービスの充実③

➢ とやま保険プラザでは、生命保険証券分析システムを導入しております。加入中の生命保険の支払保険料や保障内容
がわかる保険分析シートを作成し、今後の支払保険料の推移予想や現状の保障内容の過不足等について、わかりやす
く説明いたします。

＜生命保険証券分析システム（とやま保険プラザ）＞
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

 お客さまの今後の支払保険料総額見込
を確認いただけます。

 また、加入中の保険でお客さまに必要な
保障が十分カバーされているか、保障
に重複はないかなども確認いただけま
す。



– 具 体 的 な 取 組 み – （2）商品ラインアップの充実①

➢ お客さまの多様な資産運用・形成ニーズやリスク・リターン目標にお応えできるように、投資信託・生命保険の商品ライ
ンアップの充実に努めてまいります。

＜投資信託ラインアップの状況 【2026年3月末】＞
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

※内つみたてNISA専用商品は12商品。

債券

15.3%

株式 50.8%

REIT 15.3%

バランス

18.6%

資産クラス比率資産クラス 商品数 比率 合計比率

先進国債券 8 13.6%
15.3%

新興国債券 1 1.7%

国内株式 7 11.9%

50.8%先進国株式 21 35.6%

新興国株式 2 3.3%

国内REIT 2 3.4%
15.3%

海外REIT 7 11.9%

バランス型 11 18.6% 18.6%

合計※ 59 100.0% 100.0%



– 具 体 的 な 取 組 み – （2）商品ラインアップの充実②

＜一時払保険ラインアップの状況 【2026年3月末】 ※１ ＞

※１個人向け商品のみ表示しております。
※２同一商品の中に2種類以上の目的（ふやす・のこす・つかう等）

に対応したコース選択ができる商品の取扱いがあります。
25

5. お客さまにふさわしいサービスの提供

目的
商品数22

（目的48種類）※２
比率

つかう（定期支払型） 14 29.2%

ふやす（個人年金等） 13 27.1%

のこす（相続重視型） 11 22.9%

わたす（生前贈与） 6 12.5%

そなえる（介護） 4 8.3%

合計 48 100.0%

つかう（定期支払型）

29.2%

ふやす（個人年金等）

27.1%

のこす（相続重視型）

22.9%

わたす（生前贈与）

12.5%

そなえる（介護）

8.3%

一時払保険 目的別商品比率



– 具 体 的 な 取 組 み – （2）商品ラインアップの充実③

＜平準払保険ラインアップの状況 【2026年3月末】 ※ ＞
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

※個人向け商品のみ表示しております。

医療 23.9%

終身 13.1%

がん 10.9%
収入保障

9.8%

貯蓄

7.6%

特定疾病 6.5%

定期 6.5%

介護 6.5%

その他

15.2%

平準払保険 種類別商品比率
平準払保険種類 商品数 比率

医療 22 23.9%

終身 12 13.1%

がん 10 10.9%

収入保障 9 9.8%

貯蓄 7 7.6%

特定疾病 6 6.5%

定期 6 6.5%

介護 6 6.5%

その他 14 15.2%

合計 92 100.0%



– 具 体 的 な 取 組 み – （3）お客さまへのアフターフォロー体制の整備①

➢ 当行では、金融商品を契約いただいた後も、一定のルールに基づいて訪問や連絡等によるアフターフォローを実施し
ております。

➢ 適時適切な情報の提供により、当行で安心して資産運用・形成に取り組んでいただけるように努めてまいります。
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

＜アフターフォロー対象先および実施先数について（2025年度）＞

対象先 種別 アフターフォロー実施のべ先数

投資信託を保有いただいているお客さま

定例 2,835件

投資環境急変時 14,226件

生命保険を契約いただいているお客さま 定例 1,571件



– 具 体 的 な 取 組 み – （3）お客さまへのアフターフォロー体制の整備➁

➢ 当行取扱い投資信託の基準価額が前営業日比で5％以上下落した場合、当行ホームページにて該当銘柄の関連レポー
ト等を掲載し、幅広い情報提供とアフターフォロー体制の整備に努めております。
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

＜当行ホームページのお知らせ欄に投資信託の基準価額下落を通知＞ ＜運用会社の臨時レポートを掲載し下落要因等を案内＞



– 具 体 的 な 取 組 み – （4）金融商品組成会社との情報連携の強化

➢ お客さまの最善の利益に沿った商品提供を確保するための枠組みであるプロダクトガバナンスを確立するために、金
融商品組成会社と緊密に情報連携を行い、建設的なコミュニケーションを推進します。
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供

富山銀行

お客さま

商品提供

提案

情報連携

お客さまの最善の
利益を追求した
商品選定

ニーズ

【プロダクトガバナンス確立に向けた取組み】
 金融商品組成会社の各種取組みを把握し、その取組みを当行に
おける商品選定に活用するよう努める。

 金融商品組成会社が個々の金融商品の販売対象として想定して
いるお客さまを十分に理解したうえで販売にあたる。

 金融商品を実際に購入されたお客さまに関する情報（お客さま
の反応や販売状況等も含む）を、必要に応じて金融商品組成会
社に対し所定の手順に沿って連携する。
※提供する情報には、お客さまの個人情報は含まれません。

 金融商品組成会社との連携のあり方について、継続的に議論し、
改善を図る。

金融商品組成会社
（資産運用会社等）

商品の改善

＜プロダクトガバナンスの具現化イメージ＞

（参考）当行は、金融商品の販売会社であり、商品の組成に携わって
おりません。

想定しているお客
さまを十分理解し
たうえで販売



➢ 当行における「行員に対する適切な動機づけの枠組み」とは、「お客さま本位の業務運営をよりいっそう進めていく
ために、全役職員が一丸となって取り組むこと」です。

➢ 当行では、行員がお客さまのライフプランやニーズに合わせ、質の高いサービスを提供できるように、スキルアップ
のための施策や体制の整備を進めてまいります。

– 取 組 方 針 –

（1） 個別商品の販売手数料に左右されない業績評価

（2） お客さまへの商品提案における説明状況等、販売プロセスのモニタリング

（3） 継続的な行員向け研修の開催

（4） 資格取得の推奨・支援等による、必要な知識習得の動機づけ

30

6. 行員に対する適切な動機づけの枠組み等



– 具 体 的 な 取 組 み – （1）個別商品の販売手数料に左右されない業績評価

➢ お客さま一人ひとりのニーズに合った商品やサービスを提案できるよう、金融商品の販売では個別商品の販売手数料
に左右されない業績評価体系としております。

➢ また、お客さま本位の業務運営に資する取組みを業績評価項目に加えており、同取組みを評価体系からも促しており
ます。

（2）お客さまへの商品提案における説明状況等、販売
プロセスのモニタリング

➢ 行員のお客さまニーズのヒアリング状況、最適な商品の選定プロセスといった商品提案における説明状況を面談記録
等を用いて検証し、「お客さまの最善の利益」に対する取組みをモニタリングするとともに、業績評価に反映させるよう
に努めております。

– 具 体 的 な 取 組 み –
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6. 行員に対する適切な動機づけの枠組み等
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6. 行員に対する適切な動機づけの枠組み等

– 具 体 的 な 取 組 み – （3）継続的な行員向け研修会の開催

➢ 「お客さま本位の業務運営」をテーマに研修会を実施し、行員の意識の徹底を図っております。

全行員がスマートフォンやPCから、eｰラーニングを活用して
いつでも視聴できる環境を整備しております。

毎月、営業店長・役席者向け会議にて
「お客さま本位の業務運営」の研修会を実施しております。



セミナー・研修会の開催内容 開催回数

人材育成に関するもの 14回

商品・マーケット動向に関するもの 8回
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6. 行員に対する適切な動機づけの枠組み等

（4）資格取得の推奨・支援等による、必要な知識習得の動機づけ①

➢ お客さまの幅広いニーズに対する提案力を向上させるため、必要な知識を習得し活用できるよう、FP2級以上の資格
取得を推進しております。

➢ セミナーや研修会の開催、e‐ラーニングの提供など、行員が必要な知識を習得できる環境を整備しております。
➢ 行員のスキルアップを支援するため、通信講座受講料を補助し、積極的な自己啓発を支援しております。

2022年3月末 163人

2023年3月末 164人

2024年3月末 164人

2025年3月末 166人

2026年3月末 170人

＜FP1級・2級資格保有者数推移＞＜2025年度行員向けセミナー・研修会の開催内容と開催回数＞

– 具 体 的 な 取 組 み –



34

6. 行員に対する適切な動機づけの枠組み等

（4）資格取得の推奨・支援等による、必要な知識習得の動機づけ②

➢ 2025年度より、お客さま本位の業務運営の実践と必要な知識習得を目的とした情報発信ツール「FD-Navi」を発刊
し、行員の自己啓発の促進に努めております。

– 具 体 的 な 取 組 み –



1. 投資信託 運用損益別お客さま比率 【2026年3月末】
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～

➢ お客さまが金融商品を提供する金融事業者を選ぶにあたり、比較することのできる指標（共通KPI）を
公表いたします。

 2026年3月末における運用損益がプラスのお客さまの比
率は、全体の87.6％（前年比+17.6%）となっておりま
す。
【運用損益がプラスのお客さま比率の推移】
・2024年3月末：90.6％
・2025年3月末：70.0％
・2026年3月末：87.6％

※対象のお客さま
：各基準日時点で投資信託を保有している個人のお客さま

※対象取引：当行の投資信託口座による取引
※対象商品：各基準日時点で対象のお客さまが保有している投資信託

0.0% 0.3% 1.1%

10.9%

15.3%

39.8%

21.7%

10.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

2024年3月末比率 2025年3月末比率 2026年3月末比率



2．投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リスク・リターン 【2026年3月末】

 設定後5年以上の投資信託の預かり残高上位
20銘柄について、2026年3月末時点の銘柄ご
との預り残高加重平均のコスト・リスク・リター
ンを示した表

・コスト ：販売手数料/5＋信託報酬
・リスク ：過去5年間の月次リターンの標準偏差

（年率換算）
・リターン：過去5年間のトータルリターン

（年率換算）
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～

No 商品名 コスト リスク リターン

1 インベスコ 世界厳選株式オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 2.56% 13.38% 17.80%

2 ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし） 2.11% 16.77% 12.69%

3 グローバルＡＩファンド（予想分配金提示型） 2.59% 23.84% 9.64%

4 グローバル･ロボティクス株式ファンド（年2回決算型） 2.71% 20.62% 13.91%

5 たわらノーロード 先進国株式 0.11% 14.50% 18.57%

6 日経225ノーロードオープン 0.88% 17.51% 13.12%

7 フィデリティ・世界割安成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 2.09% 13.33% 14.02%

8 たわらノーロード 日経２２５ 0.19% 17.48% 13.78%

9 アジア・オセアニア好配当成長株オープン（毎月分配型） 2.26% 15.01% 10.61%

10 グローバル３倍３分法ファンド（隔月分配型） 1.14% 19.11% 2.44%

11 インベスコ世界厳選株式オープン（為替ヘッジなし/年1回決算型） 2.56% 13.43% 17.84%

12 三井住友・DCつみたてNISA・全海外株IDXF 0.28% 13.93% 17.44%

13 グローバルＡＩファンド 2.59% 25.32% 10.29%

14 みずほＵＳハイイールドオープンＢコース 2.20% 9.17% 10.17%

15 グローバル３倍３分法ファンド（1年決算型） 1.14% 19.13% 2.42%

16 インド債券ファンド（毎月分配型） 2.46% 9.12% 6.55%

17 デジタル・トランスフォーメーション株式ファンド 2.46% 37.36% -1.48%

18 フィデリティ・米国株式ファンドＢコース（資産成長）為替ヘッジなし 2.09% 18.42% 19.85%

19 インデックスファンドＮＡＳＤＡＱ１００（アメリカ株式） 1.14% 20.59% 20.89%

20 グローバル･ソブリン･オープン（毎月決算型） 1.71% 6.63% 3.79%

残高加重平均値 2.06% 16.22% 14.35%



3．投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン、リスク・リターン①

【2026年3月末】 残高加重平均 ●
コスト：2.06% リスク：16.2２% リターン：14.35%
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～
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【2025年3月末】残高加重平均 ●
コスト：2.11% リスク：16.27% リターン：19.13%
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【2024年3月末】残高加重平均 ●
コスト：2.09% リスク：18.17% リターン：12.58%

7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～

3．投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン、リスク・リターン②
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4. 外貨建一時払保険 運用評価別お客さま比率 【2026年3月末】
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～

 2026年3月末における運用評価がプラスのお客さま
の比率は、全体の91.3％（前年比＋32.5%）となっ
ております。
【運用損益がプラスのお客さま比率の推移】
・2024年3月末：77.2％
・2025年3月末：58.8％
・2026年3月末：91.3％

※対象の ：各基準日時点で外貨建一時払保険を契約している
お客さま 個人のお客さま

※対象契約 ：当行が保険募集を行った契約
※対象商品 ：各基準日時点で対象のお客さまが保有している

外貨建一時払保険

※外貨建保険は、保障と運⽤を兼ねており、満期や死亡の際には保険金が支払われま
す。解約時には解約返戻金が支払われますが、保険商品は⻑期保有を前提としてお

り、特に、契約後の早い段階に解約した場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解
約控除等により、一時払保険料を下回る場合が多くあります。

※解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算しており、満期まで保有した場合
や、外貨で受け取る場合の評価とは異なります。

0.0% 0.0%
1.7%

6.9%

22.7%

35.4%

20.4%

12.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末



5．外貨建一時払保険 残高上位20銘柄のコスト・リターン 【2026年3月末】

40

7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～

 契約開始から5年以上経過した外貨建一時払保険に
かかる、2026年3月末時点の解約返戻金額＋既支払金
額の合計額上位20銘柄について、銘柄ごとの合計額
加重平均のコストとリターンを示した表

・コスト ：各契約の新契約手数料率と継続手数料率（支
払累計）の合計値を契約期間（経過月数）で年
換算したものを、各契約の一時払保険料で加
重平均

・リターン：各契約の契約時点の一時払保険料に対する、
基準日時点の解約返戻金額＋基準日までの
既支払金額の増加率を年率換算したものを、
各契約の一時払保険料で加重平均

No. 商品名 コスト リターン

1 プレミアレシーブ 0.65% 4.53%

2 ロングドリームＧＯＬＤ３ 0.85% 5.88%

3 ロングドリームＧＯＬＤ２ 0.78% 6.94%

4 えらべる外貨建一時払終身・受け取るタイプ 0.64% 4.98%

5 しあわせ、ずっと２ 0.92% 5.37%

6 夢のプレゼント 0.47% 5.73%

7 プレミアプレゼント 0.76% 2.99%

8 プレミアストーリー２ 0.78% 4.00%

9 ふるはーとJグローバルⅡ 0.88% 3.15%

10 やさしさ、つなぐ 0.38% 3.51%

11 ライフロング・セレクトＰＧ３ 0.50% 2.61%

12 未来につなげる終身保険 0.95% 2.31%

13 おおきな、まごころ 0.80% 1.23%

14 指定通貨建終身保険 1.26% 0.62%

15 ふるはーとJロードグローバル 0.74% 5.30%

16 プレミアプレゼント２ 0.97% -0.38%

17 プレミアストーリー３ 0.71% 5.54%

18 夢のプレゼント２ 0.57% 6.10%

19 たのしみグローバル 0.84% 6.52%

20 プレミアカレンシー・プラス２ 0.68% 4.71%

残高加重平均値 0.74% 4.72%



6．外貨建一時払保険コスト・リターン 残高上位20銘柄の加重平均値①

【2026年3月末】残高加重平均 ●
コスト：0.74% リターン：4.72%
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～
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6．外貨建一時払保険コスト・リターン 残高上位20銘柄の加重平均値②

【2024年3月末】残高加重平均 ●
コスト：0.85% リターン：3.53%

【2025年3月末】残高加重平均 ●
コスト：0.83% リターン：3.99%
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7. お客さまの運用成果に関する指標～比較可能な共通KPI～
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